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• ARK Medical Japan Inc.

OMI SAKAMOTO

医療・トレーナー、フィットネス
業界で活躍するための戦略

～激動する近未来に向けて、今、私たちが取り組むべきこと～

ブレークスルーの期間が劇的に短縮

G.ベルの最初の電話
1876

最初のウェブサイト
1991

最初のiPhone
2007

115Y 16Y

携帯電話、インターネット

プリント技術の進化

グーテンベルクの印刷機
1448

コンピュータ用プリンタ
1953

3Dプリンタ
1984

505Y 31Y

最も強いものが生き残るのではなく、

最も賢いものが生き延びるでもない。

唯一生き残るのは、変化できる者である。

（チャールズ・ダーウィン）

これからの時代で生き抜くために必要な能力

志構力

ビジョン

学ぶ力

考える力

行動力
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１４％
自動化によって消
える可能性が高い

仕事の割合

約1600兆
円

2030年までにAI
が世界経済にもた

らす効果

32％
上記の14％の仕事
を除き、自動化に
よって仕事内容に
変化が起こる割合

49％
日本の労働人口の
49％の職業が10
～20年後にAIや
ロボットに代替

3億7500
万人

ロボットや自動化
で2030年までに
異なる業種への転
換が迫られる。

AIが今後もたらす社会への影響 AIの特徴

自動車
・周囲の画像
・運転者の状況

医療
・画像診断
・カルテ情報

工場
・生産計画
・部品情報

金融
・株式情報
・経済統計

AI

自動運転

病気早期発見
予防

無人工場

高収益な投資

インプット アウトプット

AIの得意／不得意分野

• 識別（情報判別、画像動画

の理解、異常検知）

• 予測（数値予測、ニーズ、

マッチング）

• 実行（表現生成、デザイン、

行動最適化、作業自動化）

得意 不得意

• ビジョンを描く

• ゴールを設定する

• 人間が不快に感じることをAIは

認識できない

• 事例が少ないと対応できない

• 問いを生み出せない

• ひらめきが無い

• 常識的判断ができない

• 人を動かす力、リーダーシップ

人とAIが相互に補完することが高いパフォーマンスを生む

人間にしかできないこと

複雑な
問題解決能力

対人関係
状況適応能力

専門知識
機能的推論の能力
コミュニケーションスキル

身体を使う仕事で発揮される



2018/10/8

3

人生100年時代へ

20歳 100歳以上

40歳 95歳以上

60歳 90歳以上

50%以上

過去200年間、平均寿命は10年に2年以上のペースで伸びてきた。

日本の喫緊の課題

出生数の減少

・出生率：1.44人（2016年）

・2016年の出生数は97万6979人

・1949年は269万6638人

・2065年には55万7000人の予測

高齢者の激増

・26.6%（2015年）

・孤独死、生活保護増加、空き家

・社会保障費増加

長寿化

・私立大学の40％が定員割

・トップアスリート減少

労働人口の減少

・後継者不足

・人材争奪戦

・特定分野への偏りから社会無機能

・活力低下

教育 仕事 引退

100年ライフ：人生に新たなステージが生まれる

教育 仕事＋教育 引退

現在

これから

この期間を如何に充実させるかが重要！

2nd LIFE

目標設定：SMARTの法則

S：Specific（具体性）－目標は具体的か？

M：Measurable（測定可能性）－数字で表せるか？

A：Achievable（達成可能性）－達成できる目標か？

R：Realistic（現実性）－現実的か？

T：Time（時間）－期限内にできるか？

やってみます！

大丈夫です！

何も残らない
可能性大
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